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SDGs とは Sustainable Development Goals の略で、将

来の世代のための環境整備や、資源を壊さずに今の生活を

より良い状態にするための目標で、2030 年までに達成すべ

き17 の目標を掲げています。この中で、当業界に関係する

テーマ・目標を以下に示します。

その中の 9.4 では、「資源利用効率の向上とクリーン技

術及び環境に配慮した技術・産業プロセスの導入拡大を通

じたインフラ改良や産業改善により、持続可能性を向上さ

せる。」と謳われています。また 11.6 では、「大気の質及び

廃棄物の管理に特別な注意を払うことによるものを含め、

都市の一人当たりの環境上の悪影響を軽減する。」、12.5

では、「廃棄物の発生防止、削減、再生利用及び再利用に

より、廃棄物の発生を大幅に削減する。」となっています。

建築物の基礎を提供する当協会も、今後 10 ～ 30 年後

を見据えて、SDGs の環境負荷低減の思想に基づいて、杭

基礎の分野で、種々の技術やシステムを開発し施工現場で

適用していかなければなりません。

・高支持力杭
まず第一に挙げられるのは、高支持力杭の開発と提供

です。協会発表値によると、コンクリートパイルの全国出荷

量は 1990 年頃には 800 万トン近くあったものが、2022 年

には 240 万トンと大幅に需要は減っています。しかし、そ

れらの杭が支える総支持力は、「高支持力杭」という技術

開発によりそれほど減少していないと思われます。支持力

係数が 250 の時代から 400 の時代となり、1 柱 2 本杭が

1 柱 1 本杭で置き換えられるほどの効率化が図られたので

す。これを CO2 排出量で考えると、高支持力化により、

CO2 発生量を 50％削減したということになります。また、

施工本数が減少したことにより、施工時間の短縮、施工に

伴う発生残土量の削減、パイルキャップの小型化等により、

基礎工事全体が高効率化され、CO2 削減では、さらに大

きく貢献していると思われます。これは、SDGs の 9.4、

11.6、12.5 のすべてに該当します。

・デジタル情報化された施工情報で期待される効果
デジタル施工管理装置による自動記録、QRコードによる

杭材の記録、デジタル施工チェックシートの開発など、当業

界の施工現場の ICT 化が進んでいます。これらの施工に

関する記録をクラウド上にデジタル情報として残すことで、

次世代には、基礎杭の再利用可能という新たな付加価値

が生まれます。

現状の杭工事現場で過去に打設された杭、いわゆる既

存杭は、30 年～ 50 年くらい前に施工された RC 杭や PC

杭で、径はφ300mm ～ 600mm 程度、場所打ち杭でもφ

1000mm 程度までの物が主流です。ところが、これらの杭

体性能や支持力を検証できるような施工記録が残っている

ことは稀なため、再利用することは大変困難です。そのため、

これら既存杭は、建物が解体されたときに、引抜き・撤去

され、その抜き孔を流動化処理土等で埋め戻し、そのあと、

更地の地盤として、新規の建物が計画・設計され、新設杭

が施工されているケースがほとんどです。これらを単純に解

体、引抜、埋戻ししているだけでは、SDGs の12.5 廃棄

物の削減の考え方とそぐわない面があります。

現在、新規で施工される既製杭は、径が大きく、高強度

の物が増え、多くは先端部が拡大根固めされています。今、

既存杭として取り扱われている過去の PC 杭などとは比較

にならないくらいサイズも強度も大きくなっており、将来的に

これらを引き抜いて、破砕して、埋め戻して、新たに杭を打

設することは、コスト面、環境面で大きな負担となってきます。

このような状況を踏まえると、今、施工しているような高

性能の基礎杭を抜かずに、できるだけ再利用するような設

計思想も今後必要と思われます。いわゆる「Scrap and 

Build からストック型社会へ」の発想です。既存杭の撤去・

破棄のコスト・工期が削減でき、振動・騒音・廃棄物発生

などの環境負荷を大幅に削減されることで、低炭素型の設

計思想といえます。そのためには、現在施工されている杭

体の性能、根固め量などの施工時の諸記録、施工位置な

どの施工管理に関する記録、支持力を検討できるような施

工情報を恒常的に残すことも必要となってくるでしょう。

基礎杭を再利用して、不足分を追加したり、必要に応じ

てメンテナンスや補強等を施して、インフラ的に繰り返し利

用することは、SDGs の取組みに該当します。

基礎杭の分野では、このような取組みも重要な課題となっ

てくるのではないでしょうか。
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